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岩
手
県
紫
波
町
は
、
国
な
ど
の
補
助

金
に
頼
ら
ず
、
ま
た
町
の
財
政
負
担
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
公
民
連
携
の
手
法

に
よ
り
、
休
眠
し
て
い
た
紫
波
中
央
駅

前
の
町
有
地
１０
．
７
ha
を
見
事
に
活
性

化
さ
せ
ま
し
た
。　
　

　

こ
れ
は「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
公
民
連
携
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
「
オ
ガ
ー
ル
紫
波
（
株
）」

が
推
進
、
調
整
、
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ホ
テ
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体

育
館
、
カ
フ
ェ
、
産
直
マ
ル
シ
ェ
な
ど

が
入
居
す
る
民
間
の
複
合
施
設
で
収
入

を
得
て
、
図
書
館
、
役
場
庁
舎
な
ど
の

公
共
施
設
の
運
営
費
を
最
小
化
し
て
い

る
ほ
か
、
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
誘
致
に
よ
り
地
代
収
入
が
あ
り
、
集

客
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央

に
は
広
場
、
大
通
公
園
が
併
設
さ
れ
週

末
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

図
書
館
は
、
音
楽
が
流
れ
、
飲
食
可

能
な
読
書
テ
ラ
ス
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
販
売
も
し
て
お
り
、
蔵
書
数

９
万
冊
に
も
関
わ
ら
ず
年
間
貸
出
数

23
万
冊
を
誇
り
ま
す
。
隣
接
す
る
産
直

マ
ル
シ
ェ
は
鮮
魚
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
が

入
り
年
間
3０
万
人
を
集
客
し
、
そ
の
テ

ナ
ン
ト
料
、
施
設
利
用
料
、
固
定
資
産

税
の
収
入
か
ら
図
書
館
の
運
営
費
の
削

減
に
つ
な
げ
て
い
る
、
そ
ん
な
循
環
を

意
識
し
た
施
設
で
す
。
岡
谷
市
に
お
い

て
も
収
入
を
得
る
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
公

民
連
携
の
新
た
な
形
に
つ
い
て
大
い
に

参
考
に
す
べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

市
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定

　

岩
手
県
花
巻
市
で
は
、
市
の
最
高
規

範
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

に
よ
り
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
自
ら

考
え
、
決
定
し
、
行
動
す
る
市
民
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
お
い
て
も
、
何

度
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
市

民
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
計
画
の
基

本
理
念
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

と
め
方
も
わ
か
り
や
す
さ
を
心
が
け
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ
ン
グ
と

い
う
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
創
意
工
夫
が
市
民
へ
の
周
知
、
関

心
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
、
岡
谷
市
で
も
市
民
と

の
協
働
の
手
本
と
し
て
取
り
組
み
の
検

討
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

東
日
本
大
震
災
復
興
の

取
り
組
み
　

　

宮
城
県
塩
竈
市
の
震
災
復
興
計
画
は

現
在
、
後
期
（
復
興
創
成
期
間
）
に
差

し
掛
か
っ
て
お
り
、
市
内
６
か
所
の
災

害
公
営
住
宅
が
昨
年
度
完
成
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
業
の
象
徴
で
あ
る
魚

市
場
が
こ
の
１０
月
に
完
成
。
さ
ら
に
区

画
整
理
事
業
や
再
開
発
事
業
の
面
整

備
、
下
水
道
や
道
路
の
基
盤
整
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。　

　

岡
谷
市
か
ら
は
、
平
成
24
年
度
以
降

現
在
ま
で
９
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
そ
の
職
員
が
担
当
し
た
市
街
地

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
災
害
公
営

住
宅
、
マ
リ
ン
デ
ッ
キ
塩
竈
を
視
察
し

ま
し
た
。
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
竈
に
は
全

国
か
ら
の
派
遣
職
員
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
派
遣
職
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
防
災
行
政
に

生
か
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

委
員
会

総
務

視
察
先
・
・
岩
手
県
紫
波
町
・
花
巻
市

	
  

宮
城
県
塩
竈
市

  
紫
波
町「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」公
民
連
携
、補
助
金
に
頼
ら
な
い
街
づ
く
り

人
口
３
万
３
千
人
の
町
の
駅
前
施
設
に
年
間
１
０
０
万
人
が
集
ま
る

３常任委員会の行政視察 10月16日  　　
　〜10月18日

特　
　集行政
視察

オガールベースにて

グラフィックハーベスティング

マリンデッキ塩竈（津波避難デッキ）

総務委員会　 中島　保明／今井　康善／武井富美男／早出　一真／大塚　秀樹
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関
西
の
先
進
的
事
業
を
視
察

 

全
国
規
模
の
地
域
連
携
医
療

全
国
展
開
中
の「
千
年
カ
ル
テ
」

に
よ
る
次
世
代
地
域
連
携
医
療

　

１０
月
１6
日 

京
都
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
地
域
連
携
医
療
推
進
協
議
会
の

「
千
年
カ
ル
テ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
の
診
察

経
緯
・
検
査
結
果
・
病
歴
等
を
一
元
管

理
し
、
こ
こ
に
接
続
す
る
医
療
機
関
が

全
て
を
利
用
で
き
る
こ
と
で
、
災
害
時

に
広
域
的
な
医
療
提
供
が
で
き
る
ほ

か
、
有
効
な
医
療
の
提
供
に
貢
献
で
き

る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

岡
谷
市
民

病
院
で
の
接

続
に
は
課
題

は
あ
り
ま
す

が
、
医
療
機

関
の
カ
ル
テ

共
有
と
患
者

へ
の
開
示
は

有
効
だ
と
思

い
ま
す
。

 

障
が
い
者
の
就
労
支
援
事
業

社
会
的
雇
用
制
度
を
導
入
し
た

障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

１０
月
１7
日 

大
阪
府
箕
面
市
の
障
が

い
者
の
就
労
・
雇
用
の
実
態
を
視
察

し
ま
し
た
。
箕
面
市
で
は
、
一
般
財

団
法
人
箕
面
市
障
害
者
事
業
団
を
創

設
し
て
同
事
業
団
か
ら
各
事
業
所
へ

助
成
金
を
交
付
し
、
経
営
努
力
を
求

め
る
と
い
っ
た
一
般
就
労
や
福
祉
就

労
で
は
な
い
第
三
の
道
と
し
て
社
会

的
雇
用
制
度
を
全
国
に
先
駆
け
て
導

入
し
、
本
格
的
な
障
が
い
者
の
自
立

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
人
は
職
業
を
通
じ
て
社
会
に
参
加
し
、

そ
の
労
働
の
対
価
と
し
て
収
入
を
得
て

生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
は
障
害
者
で

も
同
じ
こ
と
で
あ

る
』
と
い
う
理
念

で
す
。

　

岡
谷
市
に
お
い

て
も
障
が
い
の
あ

る
方
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ

う
国
や
県
に
強
く

働
き
か
け
し
な
が

ら
、
研
究
・
検
討

す
べ
き
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

 

医
学
を
ま
ち
づ
く
り
に
応
用

医
学
的
見
地
を
応
用
し
新
産
業

創
生
・
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

　

１０
月
１7
日 

奈
良
県
橿
原
市
の
「
医

学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

県
と
橿
原
市
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
包
括
協
定
を
締
結
し
、
奈
良
県
立
医

大
及
び
附
属
病
院
を
核
と
す
る
新
都
市

拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
医
学
的
見

地
を
応
用
し
た
新
し
い
産
業
の
創
出
が

期
待
で
き
、
電
子
母
子
手
帳
の
試
作
、

妊
婦
見
守
り
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
腹
帯

型
試
作
品
の
完
成
や
在
宅
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
な
ど
の
推

進
で
、
今
後
大
き
く
前
進
し
そ
う
な
様

子
で
し
た
。

　

岡
谷
市
に
置

き
換
え
て
み
た

時
に
、
医
学
的

知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
産
業
に
投

入
す
る
こ
の
取

り
組
み
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
に

な
る
と
思
い
ま

す
。

 

す
こ
や
か
ま
ち
づ
く
り
戦
略

健
康
で
住
み
や
す
さ
日
本
一

を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
す

　

１０
月
１8
日 

滋
賀
県
守
山
市
の
「
す

こ
や
か
ま
ち
づ
く
り
行
動
戦
略
」
の
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
略
の
三
本
柱
は
「
学
ん
で
知

る
健
康
」「
つ
く
る
健
康
」「
み
ん
な
で

広
げ
る
健
康
」
と
し
て
、
市
長
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
た
市
民

が
増
え
る
こ
と
を
願
い
、市
民
が
主
体
、

市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
事

業
を
職
員
の
柔
軟
な
思
考
で
立
案
し
、

毎
年
改
善
が
図
ら
れ
る
な
ど
粘
り
強
く

実
践
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
特
に
園
児
や
小
学
校
低
学
年
を

対
象
に
し
た
事
業
は
印
象
的
で
し
た
。

　

岡
谷
市
で
の
「
お
か
や
版
・
す
こ
や

か
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

委
員
会

社
会

社会委員会　藤森　博文／遠藤　真弓／竹村　安弘／小松　　壮／浜　　幸平
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道
の
駅「
も
て
ぎ
」

　

栃
木
県
茂
木
町
の
道
の
駅「
も
て
ぎ
」

は
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
、

新
商
品
開
発
な
ど
産
業
振
興
の
場
と
し

て
位
置
付
け
、
茂
木
町
の
情
報
発
信
基

地
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

道
の
駅
の
販
売
額
は
、
開
設
さ
れ
た

平
成
８
年
に
１
・
４
億
円
だ
っ
た
も
の

が
、
平
成
28
年
に
１０
・
６
億
円
に
な
り
、

2０
年
間
で
、
７
・
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
特
別
の
事
情
を

除
い
て
、
毎
年
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
販
売
が
低
迷
し
た
と
き
は
、「
こ

の
道
の
駅
が
な
く
な
れ
ば
、
茂
木
町
も

な
く
な
る
」
と
の
思
い
で
運
営
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
農
産
物
の
加
工
、
販
売

に
努
力
し
、
担
当
者
は
、
地
元
の
柚
子

を
使
っ
た
製
品
を
開
発
し
、
今
で
は
イ

チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
梅
、
リ
ン
ゴ
、

え
ご
ま
実
、
え
ご
ま
葉
の
買
い
入
れ
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
粉
を
使
っ

た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
も
好
評
で
、
県
外

か
ら
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
も
い
る
そ

う
で
す
。

　

町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
大

き
な
成
果
を
上
げ
、
創
意
工
夫
の
商
品

開
発
と
販
売
戦
略
が
良
好
な
結
果
に
表

れ
て
お
り
、
町
長
の
強
い
意
志
と
目
標

が
町
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
は
餃
子
、
ジ
ャ

ズ
、
カ
ク
テ
ル
、
自
転
車
な
ど
地
域
資

源
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、ど
う
や
っ
て
、

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
市

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
住
め
ば
愉
快

だ
宇
都
宮
」。
こ
れ
を
軸
に
「
食
べ
て

愉
快
だ
宇
都
宮
」「
走
れ
ば
愉
快
だ
宇

都
宮
」
な
ど
、
市
民
か
ら
自
由
に
３
文

字
を
変
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
愉
快
ロ
ゴ
を

発
案
し
て
も
ら
う
な
ど
、
全
市
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
有
数
の
工
業
団
地
を
有
す
る

街
、
餃
子
、
ジ
ャ
ズ
、
カ
ク
テ
ル
、
自

転
車
な
ど
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
中

で
、
自
転
車
の
街
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
単
に

レ
ー
ス
で
は
な
く
、
行
政
と
し
て
大
学

の
自
転
車
部
と
の
連
携
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
情
報
発
信
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た

　

群
馬
県
太
田
市
は
（
株
）
ス
バ
ル
の

大
規
模
工
場
が
あ
り
、
多
数
の
自
動
車

関
連
企
業
が
あ
る
工
業
都
市
で
す
。
太

田
市
、
群
馬
大
学
、
商
工
会
議
所
が
連

携
し
て
、（
一
財
）
地
域
産
学
官
連
携

も
の
づ
く
り
研
究
機
構
（
Ｍ
Ｒ
Ｏ
）
を

組
織
し
「
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
お
お
た
」

で
は
、
も
の
づ
く
り
講
座
や
、
群
馬
大

学
生
の
実
習
な
ど
を
実
施
し
て
、
次
世

代
の
技
術
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
は
、
中
小
企
業
支
援
が

重
要
で
あ
り
、
労
働
力
の
確
保
、
技
術

の
承
継
、企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

人
と
人
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
一
番
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
り
、
ま
た
、
産

学
官
が
連
携
し
、
地
域
産
業
を
発
展
さ

せ
る
に
は
、
人
材
育
成
が
欠
か
せ
な
い

と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
会

産
業
建
設

 
道
の
駅
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
、
工
業
振
興
に
つ
い
て
視
察

産業建設委員会　渡辺　雅浩／今井　義信／笠原　順子／共田　武史／八木　敏郎／渡辺　太郎

加工品の販売

宇都宮市庁舎

「テクノプラザおおた」機械工作室

道の駅「もてぎ」
バウム工房 ゆずの木
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　議会基本条例制定後の初の議会報告会を１１月６日（月）にテクノプラザおかやで開催しました。市民の
皆様には、お忙しい中ご参加いただき、議員一同心より感謝申し上げます。議会報告会開催に当たりまして
は、議会広報広聴委員会において、前回からの市民要望を受け開催場所の選定、テーマ、開始時間をはじめ、
できるだけ多くの市民の皆様に参加していただけるよう、話し合いを重ねてきました。
　当日は、議会のしくみや役割、議会改革検討委員会及び３常
任委員会の活動報告をさせていただいた後、３常任委員会ごと
に３つのテーマについて、意見交換を行いました。残念ながら、
参加者は１１名でありましたが、参加された皆様からは、たく
さんの貴重な意見を頂戴しましたので、今後の議会活動に活か
してまいりたいと考えております。また、議会報告会に参加さ
れた皆様からのアンケートには、大変参考となるご意見を記入
していただき誠にありがとうございました。
　今回の開催に当たっての反省すべき事項につきましては、今後、十分に分析・検証を行い、市民の皆様が
参加しやすい議会報告会となるよう努めるとともに、次回開催に向け準備をしてまいります。

　　※市民の皆様より寄せられました「ご意見、要望」の一部を紹介します。

・市議会議員の責任は何ですか、責任を感じて活動してください。
・大変すばらしい報告会ですのに参加者が少なくて残念です。ＰＲが少ないのでは？
・もっと多くの人に参加の声をかけたいと思います。他２６項目

　

最
近
、
諏
訪
湖
が
綺
麗
に
な
っ
て
き

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ
カ
サ
ギ

の
大
量
死
や
異
臭
騒
ぎ
な
ど
か
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
諏
訪
湖
が
ダ
メ
に
な
る
と

い
う
不
安
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

１０
月
に
開
催
さ
れ
た
「
諏
訪
ブ
ロ
ッ

ク
３
市
議
会
議
員
研
修
会
」に
お
い
て
、

東
京
大
学
の
山
室
教
授
よ
り
、
陸
水
学

と
い
う
学
問
か
ら
の
諏
訪
湖
浄
化
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
水
質
汚
濁
は
水
生
植
物
も
起
因

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
科
学
的
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ヒ
シ
は
根
こ
そ
ぎ
刈
り
取
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
水
生
生
物
の
住
み
や
す
い

環
境
の
誤
解
な
ど
、
今
ま
で
と
全
く
違

う
考
え
方
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【アンケート結果】
本日の議会報告会の内容はいかがでしたか?

わかりやすい
64％

9％

わかりにくい
27％

無
回
答

議会報告会～ぎかいタウンミーティング～

ぎかいタウンミーティングの様子

諏訪ブロック 3 市議会議員研修会
講師 山室真澄 先生

諏
訪
湖
浄
化
の
も
う
一
つ
の
考
え
方
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保
育
士
の
配
置
基
準
は
、
時
代
に
あ
っ

た
配
置
基
準
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
保
育
士
の
賃
金
は
、
幼
稚
園
と
比
較

し
た
場
合
、
単
価
が
低
い
こ
と
が
現
状
で

あ
り
、
単
価
を
引
き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

問 

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
の
仕

組
み
構
築
の
ほ
か
賃
上
げ
を
実
施
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

  【
意
見
陳
述
人
の
答
弁
】

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
職
制
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
や
、
対
象
に
な
る
人
の
３
分
の
１
し

か
適
用
さ
れ
な
い
制
度
で
問
題
視
し
て
い

る
。
保
育
士
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
国
が

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
が
、
満
足
な
も
の
で
は
な
い
。

　
※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

 

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
社
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査
の

経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員
よ
り

討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を
述
べ
る
）

が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
討
論
（
趣
旨
賛
成
意
見
）

　

現
在
、
国
で
は
職
員
の
配
置
基
準
の
改

善
や
保
育
士
の
賃
金
も
既
に
引
き
上
げ
へ

の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

国
の
基
準
で
保
育
を
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
公
立
も
含
め
て
断
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
違
和
感
が
あ
る
た
め
、
本
請
願
を
全

面
的
に
賛
同
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
捉
え

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
処
遇
改
善
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
理
解
は
で

き
る
。
よ
っ
て
、本
請
願
に
つ
い
て
は
「
趣

旨
採
択
」
と
さ
れ
た
い
。

　

た
だ
し
、
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
一
部

表
現
を
見
直
し
た
意
見
書
を
提
案
し
た
い
。

　
◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

処
遇
改
善
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
く

保
育
行
政
で
な
け
れ
ば
、
保
育
士
の
な
り

手
も
な
く
、
保
育
士
の
配
置
基
準
も
難
し

く
な
る
。
ま
た
、
保
育
所
職
員
の
配
置
基

準
は
昭
和
23
年
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、

現
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
か
け
離
れ

た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
、
公
立
で

も
国
で
示
さ
れ
た
配
置
基
準
で
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
皆
無
と
言
っ
て
過
言
で
は
な

い
状
況
で
あ
る
。
社
会
全
体
で
、
保
育
を

支
え
る
た
め
本
請
願
に
賛
成
す
る
。

　

以
上
、
討
論
に
お
い
て
趣
旨
採
択
の
意

見
が
あ
っ
た
た
め
、
採
決
を
行
い
、
本
請

願
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
趣
旨
採

択
と
な
り
ま
し
た
。（
各
議
員
の
採
決
態

度
は
７
ペ
ー
ジ
）

 

◆
議
案
第
83
号

保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
と

公
定
価
格
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

　 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

こ
の
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
、
請
願
第

９
号
の
趣
旨
採
択
を
受
け
て
提
案
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
全
職
員
に
２
％
の
賃

上
げ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
」
の
仕
組
み
構
築
な
ど
処
遇
改
善

に
取
り
組
ま
れ
、
保
育
士
の
配
置
基
準
に

お
い
て
も
、
３
歳
児
保
育
に
対
し
て
配
置

改
善
加
算
を
適
用
す
る
な
ど
、
一
定
の
改

善
は
図
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
保
育
環

境
の
改
善
と
保
育
士
の
処
遇
改
善
な
く
し

て
保
育
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の

と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
域
の
子
育
て
を
支
え
る
保
育
環

境
の
更
な
る
改
善
を
め
ざ
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た

保
育
を
す
る
た
め
に
、
適
切
な
配
置

基
準
の
改
善
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
。

２　

利
用
者
負
担
額
に
配
慮
し
つ
つ
、
保

育
士
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
公
定
価
格
の
増
額
を

行
う
こ
と
。

※
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
付
託
を

省
略
し
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平成29年 第５回 定例会（12月）が開かれました
　

平
成
2９
年
第
５
回
定
例
会
が
、
平
成
2９

年
１１
月
3０
日
（
木
）
か
ら
１2
月
１4
日
（
木
）

ま
で
の
１５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告

案
件
６
件
、
条
例
議
案
５
件
、
補
正
予
算

４
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
１
件
、
計
１7

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
審
議
経
過
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 

◆
請
願
第
９
号

「
保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
」

と
「
公
定
価
格
の
増
額
」
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

保
育
士
不
足
の
一
端
に
は
低
額
な
給
料
の

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
国
の
配
置
基
準
で

保
育
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
保
育
士
の

処
遇
改
善
は
国
の
職
員
配
置
基
準
を
改
善

な
く
し
て
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
趣
旨

か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。

１　

子
ど
も
一
人
一
人
に
行
き
届
い
た
保

育
を
す
る
た
め
に
、
保
育
士
の
配
置

基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２　

保
育
士
等
の
処
遇
が
改
善
で
き
る
よ

う
公
定
価
格
の
基
本
分
単
価
を
大
幅

に
増
額
す
る
こ
と
。

　
※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
社
会
委
員
会
に

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

  

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

  

及
び
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

 【 

意
見
陳
述
人
の
説
明
】
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各議員の議案賛否一覧表
《賛否が分かれた議案等》

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

竹
村
　
安
弘

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

請願第9号
「保育士の配置基準の見直し」と「公定価格の増額」を求める国への意

見書提出に関する請願
社会 趣旨

採択
議
長趣 趣 ○ 欠 ○ 趣 趣 ○ 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対　趣：趣旨採択　欠：欠席

《全会一致により可決等された議案等》
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第20号
専決処分の承認を求めることについて（平成29年度岡谷市一般会計
補正予算（第５号））

議案第76号 平成29年度岡谷市一般会計補正予算（第７号）

報告第21号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第77号 平成29年度岡谷市病院事業会計補正予算（第３号）

報告第22号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第78号 岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

報告第23号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第79号 岡谷市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

報告第24号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第80号 平成29年度岡谷市一般会計補正予算（第８号）

報告第25号
専決処分の承認を求めることについて（平成29年度岡谷市一般会計
補正予算（第６号））

議案第81号
岡谷市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例

議案第74号 岡谷市いじめ問題対策連絡協議会等条例 議案第82号 平成29年度岡谷市一般会計補正予算（第９号）

議案第75号 岡谷市営住宅条例及び岡谷市営住宅分譲条例の一部を改正する条例 議案第83号 保育士の配置基準の見直しと公定価格の増額を求める意見書

　※議案第 83 号については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。

《請願・陳情の審査結果》
請願番号
陳情番号 件　　名

常任委員会審査結果
社　会 産業建設

請願第９号 「保育士の配置基準の見直し」と「公定価格の増額」を求める国への意見書提出に関する請願 趣旨採択 －

陳情第70号
〜 85号

土木関係要望（今井区・間下区・岡谷区・下浜区・上浜区・小井川区・東堀区・小坂区・花岡区)  三沢区・ 新倉区・駒沢区・鮎沢区・橋原区・西堀区・横川区
－ 採　択

陳情第86号
NHK紅白歌合戦で映画「男はつらいよ」俳優・ミュージシャン吉岡秀隆氏（寅さん甥役）、女優・後藤久美子
氏（甥の恋人役）が出演して同映画課題曲を披露、同映画の長野県内ロケ地が生中継されるよう求める陳情

－ 不採択

議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・休会（きゅうかい）……　会期中に一定の期間、休日、議案調査、委員会開催などのために本会議が開かれ
ず、休止している状態にあることです。

・継続審査（けいぞくしんさ）……　付託された議案などの審査を会期中に終了することが困難な場合に、会期
不継続の原則の例外として、議会の議決によって、閉会後も引き続いて付託を受けた委員会で、審査を行う
こととするものです。

・採決（さいけつ）……　議長が本会議で表決（議員が議案に対して賛成または反対の意思を表明すること）を
とる行為です。委員会の場合は委員長が表決を取る行為のことです。

一口
メモ

行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。

採択：常任委員会の審査において願意が妥当と認められたものであり、審査の結果について市長その他
関係機関に送付し、陳情事項の実現に努力するよう求めるものです。



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」
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委員会活動報告

総務委員会

社会委員会

産業建設委員会

●小中学校の現地視察（10月）
　各小中学校の教育環境や子どもたちの様子を伺うために、今年度は、東部中学校、
長地小学校、小井川小学校の現地視察を行いました。
　その中で、中学校で行われている「キャリア教育」は、職場の体験学習などを通し
て自身の将来を描き、目標を持った学習に取り組む意識の向上に繋がっており、今
後更に充実させてほしいと感じました。委員として、現場の声を聴き、教育環境の
充実のために取り組んでまいりたいと考えております。

●岡谷市赤十字奉仕団との懇談会（11月）
　各区の奉仕団の組織構成や抱えている課題も様々でした。共通していた“各区の更なる理解と支援がほしい”など懇談会で
出された内容は市側（事務局）へ報告します。

●エコファおかや（指定障害福祉サービス事業所）の現地視察（11月）
　障がいがあっても自分の家に住んで仕事に行きたい、仕事をしたい、そんな思いがひしひしと伝わりました。障害者優先
調達推進法が施行されたとはいえ、工賃も設備投資も厳しい現状があります。この現実を行政へ提言します。

●岡谷市看護専門学校の現地視察（11月）

●土木陳情があった要望個所を現地視察（11月）
　土木陳情の要望個所について、現地視察を行いました。毎年各区から１００
カ所以上の土木陳情が寄せられています。市では、危険性や緊急性を基準に、
改善個所を決めています。そのうち、現地視察では市内５カ所の改善予定個所・
改善済み個所を視察しました。引き続き、各区から寄せられる土木陳情が、一
つでも実現するよう、市に働きかけてまいります。

エコファおかや岡谷市赤十字奉仕団 岡谷市看護専門学校

小学校での授業の様子

危険箇所等の視察

委員会活動報告

ご意見・ご要望
　市議会だよりについて、ご
意見・ご要望をお受けしてい
ますので、下記までお寄せく
ださい。
［連絡先］
岡谷市議会事務局
TEL 23－4811（内線 1711）
FAX 22－6213


